
 －5-30－ 

・京都市では、建築審査会の建議なども踏まえ以前から取り組んでいた密集市街地の

改善、細街路対策のため、路地の安全性を確保しながら、歴史都市京都の町並みを

継承し、建替え等を可能とする平成 26 年 4 月から新たな道路指定制度を構築した。

そのメニューの中で三項道路指定が位置付けられている（メニューには、他に袋路

の二項道路指定、六項道路指定）。 

・また、京都市の密集市街地対策の一環として、地域と行政との連携により、防災ま

ちづくりの取組を進める「優先的に防災まちづくりを進める地区」を 11 地区選定し

ている。（令和元年度現在 11 学区で取組継続中）。地域の防災まちづくりに関する目

標、方針等を示した「六原学区防災まちづくり計画」が、平成 27 年 3 月に策定され、

公表されている。 

・六原学区の「防災まちづくり会議」（当時の組織名）でまちあるき・ワークショップ

等の会合で、地域よりこの昭和小路が昔の街並みを残した路地であり、沿道建築物

の建替え時に敷地後退を行うことで、路地の良さがなくなるおそれがあるため、是

非路地の雰囲気を残したいという意向が出された。このため、将来的な建て替えに

備え昭和小路で三項道路指定を検討することになった。 

・昭和小路は、この六原学区内でも行き止まり路地が多いエリアにある。現況幅員は

約 2.7ｍ程度で、沿道建物は戦前からの長屋が中心で、土地建物所有者は少なかっ

た。長屋の各住戸敷地は約 50 ㎡程度と狭小で、二項道路によるセットバックが難し

く建て替えがなされていない状況であった。 

・三項指定にあたり、住民の意見を反映させるため、京都市から派遣された専門家の

支援を受け、京都市と地域からの呼び掛けに地権者が賛同し、三項道路指定する同

意が得られ、先行地区の祇園町南側地区に次いで三項道路指定がなされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         【位置】 

○活用している制度名称：三項道路 

○道路延長：７４．３ｍ 

○水平距離指定年月日：平成 27 年 6 月 29 日 

○担当課：京都市都市計画局まち再生・創造推進室 

：京都市都市計画局建築指導部建築指導課 

事例 13：京都市六原学区昭和小路 

背景・経緯 

検討体制 
○庁内体制：まち再生・創造推進室が地権者への情報提供・合意形成を推進し、建築

指導課が庁内調整及び建築審査会への手続き等を実施した。 

○コンサルタント：六原学区の防災まちづくり会議支援委託を担ったコンサルタント

が、二項及び三項道路の比較、建て替える際の条件等の分かりやすい資料

を作成し、地権者との話し合いに参加し、合意形成を支援した。 

合意形成の
手法及び制
度導入ポイ

ント 

・六原学区の防災まちづくりの取組において、昭和小路の良さを継承するための話し

合いがなされ、地域で大切な路地である認識が醸成されてきた。 

・長屋の土地建物所有者は遠方に居住していたが毎月京都に来る事情があり、そのタ

イミングで数回程度市との話し合いがなされ、三項道路指定への賛同が得られた。 

・三項道路指定に伴い建て替えられる建物は、建築基準法第 43 条の２に基づく「京都

市細街路にのみ接する建築物の制限等に関する条例」で、容積率制限、道路斜線制

限の他に、２階建て以下、準耐火建築物以上の構造制限、道路中心から２ｍの壁面

位置制限などが付加されるが、土地建物所有者には路地のある街並み継承の趣旨を

理解していただき、賛同が得られた。 

・現地の長屋にかつて不動産業を営んでいた借家人が居住し長屋の管理業務を行う住

民がいた。この方がキーパーソンとなり、市と土地建物所有者の両者の調整にあた

っていただいた。地域にこのような方が存在したのが、推進上有効であった。 

実績・効果 

・六原学区の防災まちづくり会議の運営支援等を、年間 250 万円（3 年間）で委託し、

その業務の中で昭和小路の三項道路指定の支援業務に取り組んだ。 
外部委託 

・三項道路が指定されて間もないため、まだ建て替え実績は無い。 

・昭和小路を含む街区は、行き止まり小路が集積し、２方向避難等の課題がある街区

である。市と地域では三項道路指定に次いで、街区全体の防災性の向上を目指して、

通り抜け路の整備等を中心に街区の整備計画を検討中である。 
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京都市 六原学区の防災まちづくり計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

昭和小路 

三項道路の指定基準及び建築物の条件（京都市細街路にのみ接する建

築物の制限等に関する条例、平成 26 年 4 月 1 日施行） 

【目的】防災性向上のため、狭小な敷地での建替え等をしやすくする。
または、路地の町並みを保全・再生する。 

【道路接続条件等】建築基準法上の道路に接続していること。路地奥で
枝分かれしている場合など、指定する道以外の道が接続している場合
は、当該道を含む路地全体でまちづくりの計画を定める必要がある。
計画策定への市の支援策がある。 

【敷地や建物に関する制限】 
・敷地面積：分割する場合の最低限度は 70 ㎡以上 
・規模:地上２階以下 
・構造:耐火建築物又は準耐火建築物 
・壁面の位置：道路中心から 2ｍ（軒や庇の突出は可能） 
・上記の他、既存の２項道路を３項道路化する場合は、建物用途は、特

殊建築物以外の建築物又は、延べ面積 500 ㎡以下の特殊建築物に制限 
※道路斜線制限、前面道路幅員による容積率逓減がある 

図 5-23 昭和小路平面図 

図 5-21 六原学区の防災まちづくり計画 
～若宮会・東山会・泉会（ブロック３）アクションプラン～（平成 27 年 3 月） 

図 5-22 三項道路断面計画図 

写真 5-9 昭和小路 




